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東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
 
 

院
（
東
京
都
文
京
区
）
は
1
7
 
 

日
、
麻
酔
科
の
男
性
医
師
 
 

（
繋
が
昨
年
1
～
8
月
に
、
 
 

患
者
1
5
人
に
対
し
同
意
を
得
 
 

ず
に
薬
の
効
果
を
試
す
臨
床
 
 

研
究
を
し
た
七
発
表
し
た
。
 
 

永
井
良
三
院
長
は
「
学
打
の
 
 

倫
理
委
貞
会
の
承
認
を
得
る
 
 

べ
き
だ
っ
た
。
患
者
の
自
己
 
 

決
定
権
を
専
つ
た
」
と
謝
罪
 
 

し
た
。
医
師
は
3
月
末
で
同
 
 

棄大病院  
平成15年4月18日  
朝日新聞  

同
意
な
く
臨
床
研
究
 
 

麻
酔
科
医
師
、
患
者
1
5
人
に
 
 

病
院
を
辞
め
て
い
る
。
病
院
 
 

は
近
く
上
司
を
処
分
す
る
。
 
 
 

同
病
院
に
よ
る
と
、
こ
の
 
 

薬
は
、
術
後
に
血
圧
が
下
が
 
 

っ
た
時
な
ど
に
使
う
「
サ
リ
 
 

ナ
ス
タ
チ
ン
」
。
男
性
医
師
 
 

り
ゆ
う
 
 

は
腹
部
大
動
脈
痛
手
術
を
受
 
 

け
て
入
院
し
て
い
た
患
者
を
 
 

無
作
為
に
投
与
群
と
非
投
与
 
 

群
に
分
け
、
試
し
て
い
た
。
 
 

医
学
部
の
規
定
ば
、
臨
床
 
 

研
究
の
際
は
倫
理
委
員
会
に
 
 

研
究
計
画
書
を
出
し
、
承
認
 
 

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

投
与
を
受
け
た
都
内
の
7
0
 
 

歳
代
の
女
性
が
9
月
初
旬
、
 
 

手
術
4
日
日
に
血
圧
低
下
で
 
 

シ
ョ
ッ
ク
死
し
た
こ
と
が
き
 
 

っ
か
け
で
発
覚
。
学
内
に
調
 
 

査
委
が
で
き
、
医
師
へ
聴
取
 
 

な
ど
し
て
い
た
。
同
病
院
は
 
 

「
死
因
と
研
究
の
因
果
関
係
 
 

は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
 
 

平成15年4月18日  

朝日新聞   
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東
京
大
で
開
か
れ
た
「
研
究
倫
痩
セ
ミ
ナ
I
」
 
 

の
新
規
受
講
者
講
習
会
。
約
1
2
0
人
が
受
 
 

講
し
た
ド
同
大
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
1
0
月
5
 
 

日
、
須
田
桃
子
掃
影
 
 

始
ま
る
規
範
教
育
 
 
 「
こ
れ
で
皆
さ
ん
は
晴
れ
て
 
 

研
究
の
申
請
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
、
 
 

社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
研
究
を
 
 

し
て
ほ
し
い
」
。
1
0
月
上
旬
、
 
 

東
京
大
で
開
か
れ
た
研
究
倫
理
 
 

セ
ミ
ナ
ー
。
詞
義
が
終
わ
る
と
、
 
 

会
場
の
研
究
者
ら
に
医
学
部
倫
 
 

理
委
兵
長
を
務
め
る
赤
林
朗
・
 
 

大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
が
 
 
 

呼
び
か
け
た
。
 
 
 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
専
門
職
 
 

の
倫
理
と
は
」
と
の
総
論
か
ら
、
 
 

各
種
指
針
、
臨
床
試
験
の
審
査
 
 

体
制
、
手
続
き
な
ど
実
践
的
な
 
 

内
容
が
説
明
さ
れ
た
。
 
 

社
会
と
の
共
生
に
不
可
欠
 
 

0
3
年
6
月
か
ら
、
医
学
部
で
 
 

の
臨
床
研
究
に
携
わ
る
す
べ
て
 
 

の
医
師
や
研
究
者
に
受
講
が
義
 
 

務
化
さ
れ
た
。
2
年
間
有
効
の
 
 

受
講
証
が
発
行
さ
れ
、
受
講
証
 
 

が
な
い
と
研
究
申
請
で
き
な
 
 

い
。
同
大
大
学
院
修
士
課
程
の
 
 

根
本
努
さ
ん
は
「
自
分
の
研
究
 
 

を
倫
理
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
 
 

こ
と
で
、
気
付
か
な
か
っ
た
点
 
 

も
発
夷
で
き
た
」
と
話
し
た
。
 
 
 

臨
床
研
究
に
は
倫
理
面
か
ら
 
 

の
チ
ェ
ッ
ク
が
欠
か
せ
な
い
。
 
 

だ
が
、
そ
の
仕
阻
み
を
理
解
し
、
 
 

倫
理
的
な
判
断
が
で
き
る
人
材
 
 

は
限
ら
れ
る
。
そ
の
せ
い
か
、
 
 

機
関
内
倫
理
委
貝
会
の
な
い
病
 
 

院
は
少
な
く
な
い
。
赤
林
教
授
 
 

は
0
4
年
、
東
大
に
医
療
倫
理
人
 
 

材
毒
成
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
立
し
 
 

た
。
「
ど
ん
な
研
究
で
も
人
に
 
 

応
用
す
る
段
階
は
く
る
。
そ
の
 
 

際
、
身
体
上
の
リ
ス
ク
、
個
人
 
 

情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
問
題
は
 
 

多
い
。
倫
理
委
貞
会
が
き
ち
ん
 
 

と
働
か
な
い
と
、
医
療
は
先
に
 
 

進
ま
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
 
 

■
 
 
■
 
 
 

実
験
室
で
最
先
端
の
研
究
に
 
 

挑
む
研
究
者
と
、
そ
の
倫
理
問
 
 

題
を
検
討
す
る
研
究
者
を
隔
て
 
 

る
「
垣
根
」
が
、
生
命
科
学
分
 
 

野
で
の
研
究
倫
理
の
醸
成
を
さ
 
 

ま
た
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
 
 

－
・
事
・
b
そ
ん
な
疑
問
を
抱
い
た
 
 

双
方
の
立
場
の
研
究
者
が
2
3
 
 

日
、
都
内
で
開
か
れ
た
フ
ォ
ー
 
 

ラ
ム
で
声
明
文
を
発
表
し
た
。
 
 
 

「
社
会
と
の
共
生
を
実
頭
し
 
 

研
究
を
進
め
る
に
は
、
倫
理
的
 
 

・
法
的
・
社
会
的
観
点
な
ど
多
 
 

面
的
な
視
点
か
ら
の
検
討
と
配
 
 

慮
が
不
可
欠
。
自
然
科
学
と
人
 
 

文
・
社
会
科
学
が
協
働
し
、
さ
 
 

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
と
研
究
者
 
 

が
協
働
す
る
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
 
 

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
べ
き
だ
」
 
 
 

科
学
技
術
振
興
機
構
社
会
技
 
 

術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
、
9
 
 

人
の
研
究
者
（
生
物
学
、
脳
機
 
 

能
研
究
、
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
 
 

シ
ョ
ン
な
ど
）
に
呼
び
か
け
、
 
 

声
明
が
策
定
さ
れ
た
。
 
 
 

取
り
ま
と
め
役
の
札
野
順
・
 
 

金
沢
工
業
大
科
学
技
術
応
用
倫
 
 

理
研
究
所
長
は
「
自
然
科
学
の
 
 

研
究
現
場
は
多
忙
で
、
倫
理
を
 
 
 

毎日新聞2007年11月25日  
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